
｢年男｣ として, 私の人生を振り返ってみ

ますと, まさに, 『｢医学｣ と ｢音楽｣ の“二

足のわらじ”人生』 で, そのハイライトは以

下のようになります｡

｢医学｣ では, 日本病理学会で最も名誉あ

る ｢日本病理学賞｣ 受賞｡ ｢高松宮妃癌研究

基金学術賞｣ 受賞｡ 各種がんマーカー等の論

文の著者世界ランキング第�位 (日本人第�位)｡
｢音楽｣ では, 日本クラシック音楽コンクー

ル声楽部門第�位, ならびに, 全部門でのグ
ランプリ｡ 太陽コンコルソ・カンツォーネ・

イタリアーナ優勝｡ 鹿児島県芸術文化奨励賞

受賞｡ オペラ ｢トゥーランドット｣ の主役・

カラフ王子｡ ��と���の発行 (写真�) と,�� ｢誰も寝てはならぬ�米澤 傑 テノール・

オペラアリア集｣ (写真��｢������のご案
内｣ の中央) のヒットチャートでの第�位
(写真�)｡
｢医学｣ のこと
私は, ����年�月��日, 東京で開催された
第��回日本病理学会総会において, 宿題報告
講演 ｢ムチン：ヒト癌における臨床病理学的

意義と遺伝子発現機構の解明から腫瘍悪性度

早期診断システムの構築まで｣ を行い, 高い

評価を得ることができ, 病理学会で最も名誉

ある ｢日本病理学賞｣ を受賞し, その内容を,

その年の年末には｢��������������������������������������������������������������������������������｣ という��頁にわたる英文論文
として出版でき, 私の��年間にわたる ｢ムチ
ン研究｣ に関するライフワークをまとめるこ
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とができました｡ ｢宿題報告｣ とは, 日本病

理学会独特のシステムで, 病理学の研究面で

著明な業績を挙げている研究者の中から, 宿

題報告講演担当者が選ばれ, �年半前に正式
に発表され, �年半かけて, さらに, 研究を
発展させてまとまった講演を行い, 講演後に

は, その研究内容を英文総説論文として発表

するようにとの ｢宿題｣ が課される訳です｡

私の研究内容につきましてご興味のお有りの

方は, ホームページ ｢傑作の会｣ の���：��������������������������の ｢スグル先生の

聴診器｣ のコーナーの米澤の病理学的研究で,

そのまとめがご覧いただけますし, 宿題報告

講演の模様は, ｢記事�対談�談話｣ のコーナー
の����年�月�鹿児島市医報 第��巻�号の前半
に掲載されています｡
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なお, �月��日の宿題報告講演後, すぐに,
東京から京都に移動し, 翌日�月��日には,
京都会館開館��周年記念 ｢第九演奏会｣ (指

揮：井上道義・京都市交響楽団) で, テノー

ルのソリストを務めるという綱渡りをいたし

ました｡ まさに,“二足のわらじ”人生の典

型例といえます｡

｢音楽｣ のこと
｢音楽｣ の様々な情報も, ホームページ ｢傑

作の会｣ の���：��������������������������
にてご覧頂けます｡

まったくの趣味で始めた ｢声楽｣ ですが,

一流の指揮者や歌手との共演, オペラ ｢トゥー

ランドット｣ への主役出演 (写真�), ヒット
チャートの�位を獲得するような��のリリー
ス (写真�) へ繋がり, 世界一流のイタリア人
歌手とのジョイント・リサイタルでは, ニュー

ヨークの音楽記者が 『米澤の歌った ｢清きア

イーダ｣ の最後の高音は, メトロポリタン歌

劇場でも聴いたことのない素晴らしいもので

あった』 と世界中に発信してくださるまでに

なりました｡ そのような私の音楽活動の広が

りは, 高名な指揮者の井上道義先生と, 国際

的ソプラノ歌手の松本美和子先生との“出会

い”と“ご縁”に始まります｡

井上道義先生との“出会い”
井上道義先生との“出会い”は, 井上先生

が, ����年に開催されました ｢かごしま県民
第九演奏会｣ の指揮をなさったことに始まり

ます｡ 演奏会本番の�カ月ほど前に, 井上先
生が鹿児島にお越しになり, オーケストラや

合唱団のレッスンをなさるとともに, 会場の

鹿児島県文化センターで, ソリストへもレッ

スンをしてくださいました｡ レッスン途中で,

私が, テノールソロを歌い始めた途端, 井上

先生は指揮をやめて, ピョンと舞台から飛び

降り, ホールの最後部まで走って行って, 腕

を組んで, 私のソロを聴いていらっしゃいま

した｡ おそらく, 私の声が ｢そば鳴り｣ では

なく ｢いかに遠くまで響くか｣ ということを

お確かめになっていらしたと想像しています｡

翌年の春, 井上先生からお電話を頂き ｢井上

道義です｡ 今度, ���で“第九をうたおう”
という番組をつくるので, 米澤さんにテノー

ルのソリストをお願いしたい｣ とのことでし

たので, 喜んでお受けし, 東京の���に何
度か通い, 二期会の歌手の方々と一緒にソリ

ストを務めました｡

松本美和子先生との“出会い”���の“第九をうたおう”の全国放送を
きっかけに, 全国各地に ｢第九｣ ソリストと

して招聘され, ナポリのサン・カルロ歌劇場

で開催された ｢第九のナポリ公演｣ でのテノー

ルソリストも含め, ベートーヴェン ｢第九｣

のソリストは���回を超えます｡ 第九アジア
初演の地である私の故郷の徳島県鳴門市で,

全国から合唱団員が集って開催される ｢鳴門

の第九｣ で, ����年に, 国際的ソプラノ歌手
の松本美和子先生と初めて共演いたしました｡

松本先生が ｢�週間後に, イタリアの高名な
オペラプロデューサーのジャンフランコ・パ

スティネ先生が東京にお越しになるから, 是

非, 貴方の声を聴いていただきたいの！｣ と

のことで, パスティネ先生と松本先生にオペ

ラアリアやカンツォーネをお聴きいただきま

したところ, お二方揃って ｢歌手に転向して,

イタリアデビューをしなさい｣ と強力にお薦

めくださいましたが, 私が医学の道を変える

意志がないことを申し上げましたところ,

｢オペラシーズンの�カ月半だけイタリアで歌
い, あとは, 医学部で仕事をしていいから｣

とまでおっしゃってくださったのですが, 当

時,助教授であった私は ｢�年後に教授選があ
り, 立候補します｡ 医学部の教授選はかなり

の難関ですから・・｣ と申し上げましたとこ
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ろ, お二方ともやっとご了解くださいました｡�� ｢誰も寝てはならぬ�米澤 傑 テノー
ル・オペラアリア集｣ に至る道
様々なコンサート活動をしているうちに,

私の声楽活動の集大成として, フルオーケス

トラとの共演での ｢オペラアリア集｣ を発行

したいと思うようになってきていました｡ 松

本先生にご相談を申し上げましたところ, そ

の場で, すぐにイタリアのジャンフランコ・

パスティネ先生にお電話をしてくださり, パ

スティネ先生が, イタリア人指揮者のジョヴァ

ンニ・ディ・ステーファノ氏とブルガリアの

ソフィア国立歌劇場管弦楽団にご依頼をして

くださいました｡ ����年のゴールデンウィー
クにソフィアに入り, �時間, �時間, �時間,�時間と�日間連続で歌い続け, 計��時間で��
曲の収録をするという“離れ業”で録音を致

しました｡ 松本先生は, その��のライナー
ノーツに ｢四日連続でこれだけの難曲を録音

できたテノール歌手はかって誰もいません｡

米澤さんはこの驚くほかはない離れ業を成し

遂げてしまったのです｣ とお書きくださって

います｡

全ての収録経費を私一人で負担いたしまし

て, 気の遠くなるほどの費用がかかりました

が, ���の芸術劇場やラジオ深夜便など沢
山のマスコミにお取り挙げ頂き, ヒットチャー

トの第�位をたびたび獲得するほど良く売れ
ましたので (写真�), かなり早い期間で費用
を全て補填することが出来ました｡ 日本人テ

ノール歌手で, フルオーケストラでのオペラ

アリア集を発行できていますのは, プロ歌手

を含めても, 私一人のみです｡

最近,��｢米澤 傑 テノール ライブ ～オ

ペラアリア・カンツォーネからミュージカル・

映画音楽まで～｣ (写真��｢������のご案
内｣ の左側) もリリースいたしました｡

��のヒットチャート第�位獲得
私の��のヒットには, 高名な音楽評論家
の故・黒田恭一先生のご推薦と応援も大きい

です｡ 黒田先生は, ｢家庭画報 (第��巻第��
号, ����年)｣ で 『今, 黒田さんが最も注目

するオペラ人』 の�人をお挙げになり, �人は
｢サイモン・ラトル �べルリン・フィル｣,
そして, もう�人が ｢米澤 傑｣ で, ｢マリオ・
デル・モナコの声を持つ医学部教授に出会う｣

という題目で, 黒田先生と私との対談が掲載

されています｡ ��のジャケットには ｢聴け！
これがテノールだ！｣ というタイトルで ｢テ

ノールのうたいあげる情熱がいかに純粋で,

ひたむきで, 熱いかを実感したかったら, 米

澤傑の声と歌唱に真摯に耳をすますにかぎる｡

まさにこれがテノールである｣ とお書きくだ

さっています｡

高名な音楽プロデューサーの中野雄先生も,

｢モーストリー・クラシック｣ (通巻���号,����年) に 『天は二物を与える・再論 医師・
テノール歌手 米澤傑の現在』 という記事で,

私がイタリアデビューをしていたら ｢本場で

活躍する稀有な邦人テノール｣ が誕生してい

たかも知れないが, ｢米澤は医学部教授への

道を選択, 日本の医学界は貴重な人材を失わ

なくて済んだ｣ とお書きくださっています｡

オペラ ｢トゥーランドット｣ への出演����年, イタリアではサンタマルガリータ
の夏の音楽祭で, 日本では, 神奈川県藤沢市

民会館で, オペラ ｢トゥーランドット｣ の主

役・カラフ王子を演じました (写真�, 写真��
｢������のご案内｣ の右側)｡
日本でのオペラ ｢トゥーランドット｣ (ベ

リオ版・日本初演) の公演では, 私以外の歌

手は全て二期会のトップスターでした｡ その�年前に, 突然, 日本音楽界のトップの畑中
良輔先生から ｢�年間あげるから“トゥーラ
ンドット”のカラフ王子役の勉強をしなさい｡｣
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とご下命を受けました｡ 早速, ピアノ譜でも

厚さが���はある ｢トゥーランドット｣ 全曲

の楽譜と��を購入し, 時間があればいつも
楽譜を見ながら��を聴いて, とにかく歌詞
とメロディを覚えました｡ 本番の�カ月前く
らいからは, 演出家のもとでの ｢舞台稽古｣

が始まり, 土曜日の一番便で藤沢へ行き,�泊�日で ｢舞台稽古｣ に参加し, 日曜日の最
終便で鹿児島に帰り, 月曜から金曜までは教

授職の仕事を行うという“二重生活”が続き,

まさに“ゾッと”するような�カ月間でした｡
しかし, 本番で, 見事に, カラフ王子役を歌

い演じきり, 幾度にもわたる“ブラボーの嵐”

のカーテンコールの後, 幕が降りた舞台上で,

演出の栗山昌良先生から ｢これで, ひとりの

テノールスターの誕生だな！｣ とおっしゃっ

ていただきました｡ まさに ｢長～い苦しみ,

一瞬の喜び｣の典型例で,その瞬間があるから

こそ, 長く苦しい練習にも耐えられるのです｡
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